
17 MeV入射光子からの光核反応による中性子スペクトルの偏光依存性  
Measurement of neutron spectra due to photonuclear reaction using 17 MeV linearly polarized photons 
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	 近年、直線偏光光子による巨大双極子共鳴領域の光核反応において、中性子の方位角分布の異方性が実

験的に示された。本研究では、直線偏光光子による光核反応から放出される中性子の偏光依存性を調べる

ため、16.95 MeVの直線偏光及び円偏光光子を金ターゲットに入射した時の中性子スペクトルを TOF法に

より測定した。 
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1. 緒言  

	 高エネルギーの電子加速器施設において、電子の制動放射によって生成された高エネルギー光子は、光

核反応を引き起こす。そのため遮蔽の観点から、光核反応起因による中性子の線量分布や放射化の影響を

評価する必要がある。近年、直線偏光光子による巨大双極子共鳴領域の光核反応において、中性子の方位

角分布の異方性が実験的に示されている[1]。そこで本研究では 16.95 MeVの直線偏光及び円偏光光子が金

ターゲットに入射した場合を例にとり放出中性子エネルースペクトルの偏光依存性を測定・調査した。 

2. 実験と結果  

	  NewSUBARU-BL01において 16.95 MeVのレーザーコンプトン散乱ガンマ線(LCSガンマ線)を金ターゲ

ットに照射し、光核反応による中性子スペクトルを TOF 法により測定した。LCS ガンマ線は、方位角 90

度方向直線偏光光子及び円偏光光子を用いた。中性子検出器は 3台の NE213シンチレータをターゲットか

ら水平方向 60度(H. 60°)、90度(H. 90°)、鉛直方向 90度(V. 90°)で、それぞれ距離約 60 cmに設置した。ま

た NE213 の検出効率は SCINFUL-QMD コード 

[2]を用いて算出した。図に直線偏光光子を金タ

ーゲットに入射したときの中性子スペクトルを

示す。偏光方向と同じ方向にある鉛直方向 90

度が他方向より高いことがわかる。また、放出

中性子エネルギーが高くなるほど偏光の影響が

大きくなることがわかる。発表では、これらの

結果を示すとともに輸送コードによる偏光依存

のない計算との比較も行う予定である。 
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図. 16.95 MeV直線偏光光子を金ターゲットに入射し 
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